
 

 

 

 

 

 

  

文京区立駒本小学校  学校運営協議会・地域学校協働本部  広報誌 【印刷物番号： L 01 22 00 9】 文 京 区 立 駒 本 小 学 校  学 校 運 営 協 議 会 ・ 地 域 学 校 協 働 本 部  広 報 誌 

 令和 4 年 4 月 26日（火）16 時～17 時 20 分、学びの教室多目的室において「第 1 回学校運営協議会」が開催

されました。今回の議事は以下の通りです。 

 

■ 校舎増築に係る説明 （教育委員会学務課施設担当より） 

  ・令和 4 年の運動会後から解体工事着工。増築校舎の使用開始は令和 5 年 9 月からの見込み。 

  ・令和 5 年の運動会実施に向けて、9 月～10 月中旬頃に休工期間を設ける。 

  ・ビオトープ並びに防災用井戸は、新たに整備する。 

  ・キュービクル並びに発電機は記念樹の保全を目的に、校舎側へ設置場所の移動を要望。 

  ⇒校庭南側から東側にかけての擁壁補修について、地域からの要望書への回答を急ぐよう依頼。 

   

■ 令和 4年度 学校経営方針の説明と承認 

  学校経営の基本理念と重点目標、本校の教育目標、学校経営の基本方針についての説明があり、協議会委 

員から承認されました。（※中面参照） 

 

■ 令和 4年度 学校運営協議会年間計画の提示（※感染者数の状況によって書面開催も可とする） 

  会議の傍聴を希望される方は、前日までに副校長までご連絡ください。感染者数の状況によっては、傍聴 

可能な回であっても来校をお断りする場合もありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学校行事予定 

  学校運営協議会委員が学校評価のために参観する行事（授業）や宿泊を伴う行事の予定、学習発表会等に 

ついて吉澤副校長より説明があり、協議会委員から承認されました。 

 

■新型コロナウイルス感染症対策について 

  健康観察の方法、出席停止の基準、マスク着用の方針、学校生活上の注意点について、篠遠校長より説明 

がありました。生活指導が徹底されており、今のところ校内における濃厚接触者は発生していません。 

 

■ その他 

・児童の様子について … 新しい担任と子供たちの関係も形成されつつあり、全学年において落ち着いた 

学級運営が行われている旨の報告がありました。 

・鼓笛隊について … 6 年生を中心とした編成に変更し、鼓笛隊活動を再開することが承認されました。 

  ・避難所運営協議会の開催について … コロナ禍での夜間設営に向けた訓練の計画を進めます。 

・地域行事について … 本校児童が参加する行事や、校庭・体育館の地域行事使用について情報共有を行 

いました。 
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 駒本小学校は、平成 20年に学校支援地域本部（現・地域学

校協働本部）を設置しました。感性豊かな子どもを育てるた

めに、地域の豊かな教育資源をさらに活用し「本物との出会

いを子どもたちに届ける活動」を始め、実を結んでいます。 

 そして平成 29 年から、コミュニティ・スクールの指定を

受けました。コミュニティ・スクールとは、地域運営学校と

いう意味です。駒本小学校を核として、多様性を認め合える

インクルーシブな環境を作り、地域の子どもたちを地域全体

で育てられる繋がりを、より一層発展させることが目標で

す。 
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■ 町と響き合う駒本小学校に            校長  篠遠 信行 

 

この度、駒本小に着任しました篠遠信行と申します。駒本小の特色は、特別 

支援教育があげられますが、コミュニティ・スクールとして地域と協働して運営 

されていることも大きな特色であると認識しています。 

 着任以来、挨拶回り、日々の教育活動で、学校運営協議会会長の水木優香様か 

ら、地域の方々が学校に多大な貢献をしてくださっていることを伺いました。 

お話をお聞きするたびに、駒本小愛が伝わってきます。地域の方々の支援ほど学 

校にとって有り難いことはありません。子供たちの成長に大きなプラスとなりま 

す。皆様の目が子供たちの安全安心につながり、学習では、授業の支援が貴重な学びの場となります。子供

たちもお世話になるばかりではなく、地域に貢献できる活動を行い、社会参画の視点をもてるようにして

いきたいと考えています。 

今年度も新型コロナ感染症の予防に努めながらの教育活動となりますが、子供たちの学びを保証し、「明

日も行きたい」と思える学校にしていきたいと思っています。地域とつながり、町と響き合う駒本小の素晴

らしい伝統を引き継ぎ、子供たちの成長に貢献していきたく、全力を尽くしていく所存です。どうぞよろし

くお願いいたします。 

学校経営方針の決定 

学校評価の実施 

教育支援活動の実施 

地域学校協働活動の実施 

情報の開示 

教育活動の実施 

三者の連携 

① 4月 26日（火）16時～ 

② 6月 28日（火）11時～ 

③ 8月 29日（月）16時～  

④ 10月 25日（火）16時～ 

⑤ 12月 22日（木）16時～ 

⑥ 2月 16日（木）16時～ 

⑦ 3月 20日（月）16時～ 

・令和 4年度学校経営案の説明と承認 ・年間計画の提示 

・学校状況の視察と給食の試食  ・学校状況、児童の状況、教員の状況の説明 

・2学期の教育活動の説明 ・学校状況、児童の状況、教員の状況の説明 

・教員人事に関する報告と人事計画案の提案  ・人事要望書の意見集約 

・学校評価 ・3学期の教育活動の説明                 

・学校評価Ⅱ ・学校評価委員会  ・教育委員会への具申のまとめ 

・新年度教育課程（行事予定を含む）の説明と検討 並びに承認    

（傍聴可能） 

（傍聴不可） 

（傍聴可能） 

（傍聴不可） 

（傍聴可能） 

（傍聴可能） 

（傍聴可能） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒 本 コ ミ ュ ニ テ ィ 駒 本 コ ミ ュ ニ テ ィ 

■ 教育理念    「愛と熱と力の駒本」 

■ 教育目標    〇 豊かな心（自他共に大切にする豊な心と愛情の育成）  

〇 高い志 （高い志と、困難に打ち克つ熱意の育成）  

〇 確かな力（たくましい心身と、将来に向けた学力の育成） 

■ 目指す学校像  ① 子供が行くのが楽しいと感じる学校 

          ② 保護者が安心して子供を送り出せる学校 

          ③ 地域と結びつきがある学校 

■ 教育活動の重点 ① 人権教育の充実 … 自分も相手も大切にする、いじめゼロ、思いやりとやさしさ 

          ② 授業の充実 … 駒本スタンダード、ユニバーサルデザイン、タブレットの活用/GIGAスクール構想 

          ③ 特別支援教育の充実 … よい支援、教職員の共通理解 

          ④ 町と響き合う教育の充実 … 「地域の学校」として地域との連携、地域施設や人材の活用 

          ⑤ 未然防止の視点からの生活指導 … 対応ではなく未然防止、考えさせる生活指導 

          ⑥ 特別活動（学級活動、児童会活動）の充実 … 主体的に行動する資質・能力の育成 

● 水木優香・・・保護司 教育支援コーディネーター 定泉寺こども食堂代表 元 PTA 会長（※協議会会長） 

● 丸山雄二・・・元大正大学講師 前主任児童委員 元 PTA 会長（※協議会副会長） 

● 西脇繁和・・・向丘青少年健全育成会長 

● 武智弘英・・・駒込青少年健全育成会長 保護司 少年補導員 行政相談員 元 PTA 会長 

● 根尾英子・・・保護司 教育支援コーディネーター NPO 法人えこお代表 

● 牧谷嘉明・・・保護司 青少年委員 教育支援コーディネーター 元 PTA 会長 

● 大畑雅一・・・吉片町会長 同窓会長 民生児童委員 元 PTA会長 

● 寺澤弘一郎・・白山上自治会長 駒本小学校避難所運営協議会会長         ● 吉田 亨・・・肴町町会長      

● 茜 正仁・・・曙町会長 元 PTA 会長   ● 大畑清心・・・蓬莱町会長   ● 灰野廣美・・・浅嘉町会長      

● 宇野高雄・・・現 PTA 会長              ● 吉川宏樹・・現 PTA 副会長    ● 篠遠信行・・・校長           

● 吉澤哲則・・・副校長   

 

●牧谷嘉明・・・放課後支援 広報 担当  

●羽仁佐紀子・・放課後支援 授業支援 担当 

●水木優香・・・チーフ 育児教育相談 担当 

●茜 順子・・・授業支援 担当 

●根尾英子・・・特別支援教育 担当 

●村上千里・・・スクールガード 授業支援 担当 

●武智公英・・・放課後支援 授業支援 担当 

（※写真左から） 

私たち教育支援コーディネーターは、地域と学校が協働して子供たちの教育環境をより良いものへと発展で

きるよう努めて参ります。子供たちが学びの楽しさを知ること、子育ての孤立化を防ぐこと、インクルーシブ

環境を整えること等の活動を継続いたします。今後とも皆様のご支援をよろしくお願いいたします。   

            

 ■駒本小学校地域学校協働本部ホームページ 

                    https://komamotochiikishie.wixsite.com/website 

地域の居場所作りを目的

とした「定泉寺こども食堂」

を実施しています。 

令和３度の「こども食堂」

は、新型コロナの流行に伴

い、3回のみの実施となりま

した。 

机と椅子の消音用テニスボー

ル穴開け作業。地域の方々にも

ご協力いただきました。 

コロナ禍だからと諦めることなく、ICT を活

用した外部講師による授業を積極的にコーディ

ネートしています。また、感染症対策を徹底し

ながら、体験型学習を取り入れる工夫もしてい

ます。地域の教育資源を活用し、一人一人に寄

り添った教育環境を作り上げていきます。 

■ 大丈夫、ここにおいで。             学校運営協議会会長 水木 優香 

 

 長引くコロナ禍は、子供たちの心を追い詰めています。「コロナ禍と子どもの心に関する調査結果」 

を見ると、公表されているどのデータも不登校・適応障害やうつ病・自傷行為・DV・児童虐待相談件 

数等が増えています。 

ここでもう一度、本校の「目指す学校像」をご覧になってみてください。いま必要とされている学校の役割は、

この３つに集約されています。子供も保護者も孤立せず、心穏やかに生活が出来て、初めて自主的に学ぶ環境が整

います。子供も保護者も地域住民です。地域と学校が協働し、問題解決のために連携を深めることは、コロナ禍で

更に重要になってきていると感じています。 

大丈夫、ここにおいで。  心のよりどころになる地域と学校を目指して、今年度も活動を続けて参ります。 

https://komamotochiikishie.wixsite.com/website

